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TEL：0547-33-0103 定休日：火曜日
島田市柳町９－１２（おび通り）

季節の彩りで楽しむ創作和フレンチ

ル・シャン

和仏蘭西料理

新年のご挨拶

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
３
年
半
に
わ
た
り
私

た
ち
の
生
活
を
大
き
く
変
え
た
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
へ
と
移
行
し
、

本
市
で
も「
島
田
夏
ま
つ
り
」や「
大

井
川
大
花
火
大
会
」、「
し
ま
だ
大

井
川
マ
ラ
ソ
ン
in
リ
バ
テ
ィ
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
よ
う
に
動
き
出
し
た
年
と
な
り

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
行
動
に
制
限

の
あ
る
日
々
が
続
い
た
こ
と
に
よ

り
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
価

値
観
の
多
様
化
な
ど
が
急
速
に
進

み
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
が
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
現
在
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
生
活
関
連
物
資

価
格
の
高
騰
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
の
深
刻

化
と
い
っ
た
国
内
外
の
環
境
変
化

を
契
機
に
し
て
、
経
済
界
に
は
、

経
済
の
停
滞
か
ら
成
長
へ
と
転
換

さ
せ
、
多
く
の
人
が
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
新
た
な
付
加

価
値
の
創
造
に
よ
る
「
成
長
」
と
、

公
正
・
適
正
な
取
引
や
賃
上
げ
を

含
む
人
へ
の
投
資
に
よ
る
「
分
配
」

の
好
循
環
の
実
現
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
観
点
か
ら
官
民
を

挙
げ
て
推
進
し
て
い
る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
は
、
す

で
に
国
内
で
約
３
万
８
千
の
企
業

が
宣
言
を
行
っ
て
お
り
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
成
長
と
分

配
の
好
循
環
を
目
指
す
も
の
と
し

て
極
め
て
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

り
ま
す
。

昨
年
の
春
闘
で
は
、
賃
上
げ
率

が
30
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
り
、
最

低
賃
金
は
、
全
国
加
重
平
均
で
初

め
て
千
円
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
６
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、

赤
字
決
算
の
中
小
企
業
も
賃
上
げ

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
新
た
な
繰

越
控
除
制
度
が
創
設
さ
れ
、
当
期

の
税
額
か
ら
控
除
で
き
な
か
っ
た

分
を
５
年
間
繰
り
越
す
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

今
こ
そ
、
私
た
ち
地
域
に
お
い

て
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
を
積
極
的
に
宣
言
・
公
表
を
行

い
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
付
加

価
値
向
上
を
図
る
と
共
に
、
適
正

な
価
格
で
最
終
消
費
者
に
提
供
す

る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
よ

う
に
、
勇
気
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
中
小
企
業
が
元
気
に
な

る
こ
と
が
、
地
方
が
豊
か
に
な
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
年
も
、

事
業
者
の
皆
様
の
期
待
に
沿
え
る

よ
う
、
行
政
や
経
済
団
体
等
の
関

係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

企
業
活
動
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
。

辰
年
は
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
、
夢

を
追
い
求
め
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。 

風
雲
急
を
告
げ
る
中
、
困
難
を
乗

り
越
え
、
新
し
い
可
能
性
に
挑
戦

し
ま
し
ょ
う
。
龍
の
如
く
、
逆
境

を
力
に
変
え
、
未
知
の
領
域
へ
踏

み
出
す
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い
成

果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健

や
か
な
お
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
本
市
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
き
に
亘
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
も
、
昨
年
、
感
染

症
法
上
の
分
類
が
５
類
に
移
行
し

た
こ
と
で
大
き
な
区
切
り
を
迎
え

ま
し
た
。
ま
さ
に
大
き
な
転
換
期
と

な
っ
た
１
年
は
、
「
活
」
の
１
文
字

を
旗
印
に
、
„
活
力
＂„
活
躍
＂„
活

気
＂„
活
性
化
＂„
生
活
＂の
ワ
ー
ド

に
想
い
を
込
め
て
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。

５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
「
金

谷
茶
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、「
し

ま
だ
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン
in
リ
バ

テ
ィ
」、「
大
井
川
大
花
火
大
会
」

に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
、
確
実
に

地
域
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
長
期
化
す
る
ロ
シ
ア
・

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
起
因
す
る
世

界
経
済
の
先
行
き
不
安
が
も
た
ら

し
た
燃
料
価
格
上
昇
や
物
価
高
騰

は
、
依
然
と
し
て
我
々
の
生
活
を

苦
し
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を

脱
し
た
と
は
い
え
、
経
済
の
回
復

基
調
を
実
感
で
き
な
い
の
が
現
状

で
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
の
中

で
皆
様
の
事
業
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
新
た
に
配
分
さ
れ
る
「
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
に
よ
り
事
業
者
と

生
活
者
が
、
共
に
効
果
を
実
感
で

き
る
経
済
支
援
策
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
へ

の
影
響
に
的
確
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
令
和
３

年
８
月
か
ら
の
２
年
に
わ
た
り
建

設
し
て
い
た
新
庁
舎
が
完
成
し
、

分
散
し
て
い
た
行
政
機
能
を
集
約

す
る
こ
と
で
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
市
政
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。

気
持
ち
を
新
た
に
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
描

く
将
来
像
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る　

安

心
の
ま
ち　

島
田
」
の
実
現
の
た

め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
将
来
像
の
実
現
に
は
、

島
田
商
工
会
議
所
を
は
じ
め
様
々

な
方
々
と
の
連
携
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
本
年
も
市
政
へ
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

島
田
商
工
会
議
所

会
頭 

大
久
保 

節
夫

島
田
市
長

染
谷 

絹
代

島田市新庁舎島田市新庁舎 金谷茶まつり金谷茶まつり

〒420-0852 静岡県静岡市葵区紺屋町17-1  葵タワー13階
TEL：054-254-0281

島田商工会議所の会員の皆さまに
事業継続計画（ＢＣＰ）策定をご支援します。

静岡支店　静岡中部支社
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税
制
委
員
会

運
輸
業
部
会

金
融
業
部
会

固
定
資
産
税・都
市
計
画
税
の

勉
強
会
を
開
催

静
岡
県
島
田
土
木
事
務
所
と
の

情
報
交
換
会
を
開
催

日
本
銀
行
静
岡
支
店
長
講
演
会

を
開
催

税
制
委
員
会
（
委
員
長
岡
本
廣
一 

㈱
ア
ー
ク
東
海

代
表
取
締
役
会
長
）
は
、「
島
田
市
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
勉
強
会
」
を
当
所
に
て
開
催
し
た
。

講
師
に
は
、
市
行
政
経
営
部
課
税
課
の
桑
原
敏
彰
課

長
を
招
き
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
概
要
や
商

業
地
等
に
係
わ
る
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
等
に

つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

具
体
的
な
事
例
に
基
づ
い
た
説
明
に
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

た
。

運
輸
業
部
会
（
部
会
長
鈴
木
和
雅 

㈱
望
月
運
輸
代

表
取
締
役
社
長
）
は
、
運
輸
業
界
全
般
に
係
る
情
報
の

交
換
や
行
政
に
対
す
る
要
望
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
に
静
岡
県
島
田
土
木
事
務
所
と
の
情
報
交
換
会
を

開
催
し
た
。

島
田
土
木
事
務
所
長
か
ら
は
、「
地
域
づ
く
り
と
県

の
取
り
組
み
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
で
、
３
つ
の
基
本

方
針
に
基
づ
く
道
路
施
策
や
今
後
の
主
要
道
路
事
業
等

に
つ
い
て
の
話
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
、
市
内
道
路
の

拡
幅
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
行
い
、

非
常
に
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

金
融
業
部
会
（
部
会
長
岡
山
匡
伸 

㈱
静
岡
銀
行
島

田
支
店
支
店
長
）
は
、
公
開
講
演
会
「
日
本
銀
行
静
岡

支
店
長
講
演
会
」
を
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
歩
歩
路
に

て
開
催
し
た
。

講
師
に
は
、
日
本
銀
行
静
岡
支
店
長
の
水
野
裕
央
氏

を
お
招
き
し
、「
最
近
の
金
融
経
済
の
動
向
」
を
テ
ー

マ
に
、
県
内
経
済
の
現
状
を
投
資
・
生
産
・
輸
出
・
雇
用
・

物
価
動
向
等
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
説
明
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
県
内
経
済
の
課
題
と
し
て
、
人
口

減
少
・
高
齢
化
問
題
、
働
き
方
等
の
新
し
い
生
活
様
式

へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
対
す
る
社
会
的

要
請
へ
の
対
応
等
、
環
境
変
化
へ
の
対
応
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
指
摘

さ
れ
た
。

講
演
後
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
会

し
た
。

12/13

熱心に聴講する参加者

情報交換会の様子

講演会の様子

精密板金・製缶溶接

〒427-0103　静岡県島田市中河123-14
TEL.0547（38）3421　FAX.0547（38）2333
http://www.bellstar.co.jp

創業明治41年（1908）

作品と記念撮影

女

性

部

焙
炉
上
げ（
忘
年
会
）を
開
催

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

を
開
催

女
性
部
（
会
長
山
崎
厚
子 

㈲
山
崎
電
機
商
会
取
締

役
）
は
、女
性
部
の
メ
ン
バ
ー
を
講
師
と
し
た
「
講
話
」

と
「
焙
炉
上
げ
（
忘
年
会
）」
の
2
部
構
成
で
12
月
例

会
を
開
催
し
た
。
今
回
の
12
月
例
会
は
、
来
賓
と
し

て
大
久
保
会
頭
に
参
加
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
青
年
部
の

方
々
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
例
年
と
は
違
っ
た
雰
囲

気
と
な
っ
た
。

第
1
部
は
、
佐
野
鈴
子
氏
（
㈱
佐
野
屋
）
か
ら
の
講

話
、第
2
部
は
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、模
造
紙
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
。

青
年
部
と
合
同
で
事
業
を
行
う
こ
と
も
多
く
な
っ
た

た
め
、
今
後
協
力
し
て
活
動
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
良

い
機
会
と
な
っ
た
。

女
性
部
は
、
女
性
部
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
㈱
つ
ち

や
フ
ラ
ワ
ー
の
土
屋
京
子
氏
を
講
師
に
、
恒
例
と
な
っ

て
い
る
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
」
を
開
催

し
た
。

今
年
度
も
公
開
例
会
と
し
、
青
年
部
の
方
々
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
に
も
楽
し
め
る

色
鮮
や
か
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
製
し
た
。

参
加
者
は
、
講
師
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
、
色
の
組

み
合
わ
せ
や
花
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
、
集
中
し
て
作
品
を
仕
上
げ
て
い
っ
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
通
じ
て
青
年

部
の
メ
ン
バ
ー
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

12/6
来賓を囲んで記念撮影

青
年
部
（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

静
岡
県
連
大
会
「
報
徳
灯
る
街
か
け
が
わ

大
会
」に
参
加
・
12
月
例
会
を
開
催

青
年
部
（
会
長
岡
本
一
紀 

㈱
ア
ー
ク
東
海
代
表
取

締
役
社
長
）
は
、
静
岡
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

の
静
岡
県
連
大
会
「
報
徳
灯
る
街
か
け
が
わ
大
会
」
に

参
加
し
た
。

大
会
で
は
、
記
念
式
典
・
第
２
回
若
手
後
継
者
等

育
成
研
修
事
業
・
分
科
会
・
情
報
交
換
会
等
が
開
催

さ
れ
た
。

特
に
、
若
手
後
継
者
等
育
成
研
修
事
業
で
は
、
当
青

年
部
輩
出
の
町
友
輔
県
連
専
門
委
員
会
委
員
長
（
北
斗

建
材
㈱
代
表
取
締
役
）
を
は
じ
め
、
11
人
の
島
田
輩
出

の
委
員
が
、
研
修
交
流
事
業
の
運
営
に
活
躍
し
た
。

な
お
、
次
年
度
の
県
連
大
会
は
、
県
連
主
管
地
と
な

る
島
田
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
予
定
。

ま
た
、
大
会
会
場
の
一
画
で
当
青
年
部
の
12
月
例
会

を
開
催
し
、
岡
本
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
各
委
員

会
の
委
員
長
が
、
担
当
事
業
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
共

に
、
終
了
し
た
事
業
へ
の
協
力
に
お
礼
を
述
べ
た
。

大会会場での記念撮影
12/9

12/12

12/5

12/20



7 6

保険料更新のお知らせ
『み・らいふ  はばたき共済』

ＴＥＬ：総 務 課　　　　　ＴＥＬ：0547-37-7155問い合わせ
引き受け保険会社 アクサ生命保険㈱　　ＴＥＬ：０５４-６４４-７８３５

　「み・らいふ　はばたき共済」にご加入の方で、令和6年3月1日現在の年齢が61歳以上になる方は、
保険料や加入口数の変更がある場合があります。保険料は年齢・性別により異なりますので、詳しくは、
アクサ生命保険㈱の推進員または当所までお問い合わせください。
　なお、６０歳までの加入者につきましては、年齢・性別に関わらず、保険料は一律８００円（1口）で変更
はありません。

※「み・らいふ　はばたき共済」（入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付　定期保険
（団体型））は、当所独自の見舞金等の給付制度と当所がアクサ生命保険（株）と締結した定期保険を組み合わせた
保障プラン名称です。それぞれを個別にご加入いただくことはできません。

共済アンテナ
vol.300

◎更新後の保険料口座振替開始日：令和6年 2月20日㈫

繊繊 維維 のの 力力 でで 未未 来来 をを つつ くく るる
ガガララスス繊繊維維・・炭炭素素繊繊維維・・アアララミミドド繊繊維維ななどどのの製製織織かからら複複合合材材ままでで

〒427-8512
静岡県島田市細島1349番地の1
TEL  0547-35-2727    FAX  0547-35-2731

本
連
載
で
は
、Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ

ジ
ン「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」で

取
材
し
た
全
国
の
Ｉ
Ｔ
活
用

事
例
を
も
と
に
、中
小
企
業
の

経
営
に
お
い
て
、Ｉ
Ｔ
が
ど
の

よ
う
に
役
立
つ
か
を
解
説
し

て
い
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ブ
ロ
グ
、Ｓ

Ｎ
Ｓ
。ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報

発
信
は
会
社
や
商
品
の
Ｐ
Ｒ
、問
い
合
わ
せ
や

集
客
増
に
欠
か
せ
な
い
顧
客
接
点
で
す
。と
は

い
え
、知
ら
せ
た
い
ニ
ュ
ー
ス
や
ト
ピ
ッ
ク
ス

が
あ
る
と
き
は
と
も
か
く
、「
書
く
の
が
大
変
」

「
何
を
書
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
」と
悩
む
こ
と

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
ど
う
し

よ
う
か
な
…
」と
考
え
て
い
る
う
ち
に
時
間
が

経
ち
、情
報
発
信
が
途
絶
え
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。

　
「
ネ
タ
探
し
」「
観
点
の
発
見
」な
ど「
考
え

る
と
き
の
ヒ
ン
ト
」と
し
て
活
用
し
て
み
た

い
の
が
、最
近
話
題
の「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」

（
チ
ャ
ッ
ト
ジ
ー
ピ
ー
テ
ィ
ー　

Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
Ａ

Ｉ
社
）で
す
。

　

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）は
、人
間
が
行
う
判
断
を

学
習
し
、推
測
の
精
度
を
上
げ
て
い
く
技
術
で

す
。「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」は
、言
語
を
扱
う
こ

と
が
で
き
多
数
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
事
前
に
学

習
し
て
お
り
、利
用
者
の
問
い
か
け
に
応
じ
て

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス

で
す
。２
０
２
２
年
秋
に
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
し
て

か
ら
は
、大
き
な
話
題
を
提
供
し
ま
し
た
。文

章
や
画
像
な
ど
を
生
み
出
す
Ａ
Ｉ
は「
生
成
Ａ

Ｉ
」と
呼
ば
れ
、Ａ
Ｉ
の
新
時
代
を
拓
き
ま
し

た
。

　

23
年
は
、私
も
全
国
各
地
で「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ

Ｐ
Ｔ
を
入
口
に
し
た
生
成
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す

イ
ン
パ
ク
ト
」に
つ
い
て
入
門
セ
ミ
ナ
ー
を
担

当
い
た
し
ま
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
、皆

様
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

●「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」か
ら
視
点
を
得
る

　

原
稿
執
筆
時
点
に
お
い
て
提
供
さ
れ
て
い

る
無
料
の「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
３
.
５
」で
は
、

問
い
か
け
や
指
示
に
対
す
る「
回
答
」を
わ
か

り
や
す
く
文
章
で
返
し
て
く
れ
ま
す
。あ
く
ま

で
も
回
答
で
あ
り
、解
答
＝
正
解
で
は
な
い
こ

と
に
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
が
書
い
た
か
の
よ
う
に
文
章
を
生
成
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、内
容
を
全
部
理
解
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、一
つ
の
見
解
と

し
て
参
考
ま
で
に
利
用
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

　
「
正
解
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
に
な
ぜ

役
立
つ
の
？
」と
の
疑
問
が
湧
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」は
過
去
の
大
量
の

情
報（
最
新
で
は
な
い
）を
学
習
し
て
い
る
の

で
、幅
広
い
情
報
に
基
づ
い
た
視
点
、自
分
に

は
な
い
観
点
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
の
ヒ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
２
社
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
つ
は「
ネ
タ
探
し
」で
す
。事
業
分
野
に

関
連
し
た
話
題
は
な
い
か
。調
べ
た
ほ
う
が
よ

い
テ
ー
マ
は
な
い
か
な
ど
を「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
」に
問
い
か
け
て
、「
こ
れ
い
い
な
」と
感
じ

た
も
の
を
自
分
で
深
掘
り
し
て
い
る
経
営
者

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。作
成
の
効
率
が

向
上
し
た
そ
う
で
す
。

　

例
え
ば
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
ブ

ロ
グ
を
書
き
た
い
の
だ
け
ど
、ど
ん
な
テ
ー
マ

が
あ
る
だ
ろ
う
」「
美
容
院
で
行
う
カ
ラ
ー
リ

ン
グ
に
つ
い
て
ネ
タ
は
な
い
？
」な
ど
と
問
い

か
け
、示
さ
れ
た
テ
ー
マ
で
ピ
ン
と
き
た
も
の

を
参
考
に
、自
分
で
勉
強
し
つ
つ
、書
い
て
み

る
と
い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

も
う
一
つ
は
、「
自
分
に
は
な
い
視
点
」で

す
。例
え
ば
、毎
回
頭
を
ひ
ね
っ
て
い
る
け
れ

ど
、ど
う
し
て
も
パ
タ
ー
ン
が
決
ま
っ
て
し
ま

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
商

品・
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
。人
は
そ
れ
ぞ
れ
言
葉

づ
か
い
に
特
徴
や「
癖
」が
あ
り
、自
分
と
ス

タ
ッ
フ
の
感
覚
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
す
。そ
ん
な
と
き
に「
自
分
の
業
種

（
あ
る
サ
ー
ビ
ス
業
）に
足
を
運
ば
な
い
人
の

理
由
は
な
ん
だ
ろ
う
」と
問
い
か
け
て
、そ
こ

に
訴
え
る
文
章
を
書
い
た
経
営
者
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
の
店
舗
は
、「
来
な
い
理

由
」に
挙
げ
ら
れ
た
点
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
の

で
、そ
の
特
徴
を
一
つ
ず
つ
テ
ー
マ
に
し
て
投

稿
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
弁
当
店
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

の
改
良
案
を
欲
し
い
。考
え
る
と
き
に
必
要
な

情
報
は
な
ん
で
し
ょ
う
」と
問
い
か
け
て
、「
次

の
３
つ
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
．タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
拡
大：
ど
の
よ
う
な
新

し
い
顧
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
い
で
す

か
？ 

２
．お
弁
当
の
特
徴：
強
み
は
何
で
す
か
？

３
．店
の
雰
囲
気
や
哲
学：
価
値
観
や
お
店
の

様
子
は
？
」と
い
っ
た
回
答
を
受
け
、指
摘
さ

れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
言
葉
に
し
て
、「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
」に
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
案
を
出
し
て
も

ら
う
、と
い
っ
た
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

自
分
や
ス
タ
ッ
フ
と
は
ま
た
別
の
第
三
の

観
点
が
得
ら
れ
て
、発
見
が
あ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。人
と
話
し
て
い
て「
そ
う
い
う
考
え
方

も
あ
る
な
」「
自
分
は
そ
こ
に
気
づ
か
な
か
っ

た
」と
感
じ
る
こ
と
に
似
た
機
会
を
得
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
ツ
ー
ル
は
仕
事
の
効
率
を
上
げ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、考
え
の
整
理
や
広
が
り

を
も
た
ら
す
点
に
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。最
新

技
術
で
あ
る
Ａ
Ｉ
も
使
う
の
は
人
で
す
か
ら
、

上
手
な
活
用
法
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
か
ら
ヨ
ミ
ト
ル
】

⃝

「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」は
た
く
さ
ん
の
文
章

を
学
習
し
、指
示
に
応
じ
て
日
本
語
で
文
章

を
生
成
で
き
る
新
し
い
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
で
す
。

⃝

一
部
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
で
利
用
で
き
る
の

で
、試
し
て
み
る
の
も
お
勧
め
で
す
。

⃝

正
解
を
得
る
目
的
で
は
な
く
、考
え
を
整
理

し
た
り
深
め
た
り
、自
分
に
は
な
い
表
現

案
を
得
た
り
す
る
こ
と
に
活
用
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
で
悩
む
と
き
は
…

『
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
』も
活
用
し
て
み
よ
う

　
◇
石
原　
由
美
子
／
い
し
は
ら
・
ゆ
み
こ

　
　
　

 

Ｉ
Ｔ
経
営
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
編
集
長

適切な価格転嫁と適正な取引を促進するとともに、サプライチェーン全体での共存共栄や企業の
稼ぐ力の向上、賃上げにつなげるための取り組みの一つです。
サプライチェーンの取引先や価値創造を図る事業者の皆様との連携・共存共栄を進めることで、
新たなパートナーシップを構築することを、「発注者」側の立場から企業の代表者の名前で親事業
者と下請事業者との望ましい取引慣行の遵守を宣言するものです。

Ｑ.「働き方改革」を阻害する不利益となるような取引や要請があったらどうすれば・・・
例えば…●無理な短納期発注への納期遅れを理由とした受領拒否や減額

●親事業者自らの人手不足や長時間労働削減による検収体制不備に起因した受領拒否や支払遅延
●過度に短納期となる時間指定配送、過剰な賞味期限対応や欠品対応に起因する短いリードタイム、適正なコスト
負担を伴わない多頻度小口配送
●納期や工期の過度な年度末集中

Ａ.「下請中小企業振興法」や「独占禁止法」に定める禁止行為がありますので、各相談窓口をご利用ください。

取引先と共存共栄の関係を築こうとする経営者の皆様へ
「パートナーシップ構築宣言」をご存じですか？「パートナーシップ構築宣言」をご存じですか？

静岡県よろず支援拠点
各都道府県に設置され、静岡県では静岡商工会
議所が実施機関となり、経営上のあらゆるお悩み
の解決に向け、何度でも助言・支援いたします。

下請かけこみ寺
全国48か所に設置され、静岡県では（公財）静岡県産業
振興財団に設置されており、取引上の悩みの解決に向
け、専門の相談員や弁護士がアドバイスを行います。
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専門相談のご案内

※事前予約制での開催となります。　※会場：島田商工会議所
問い合わせ：中小企業相談所

相談無料・秘密厳守

島田商工会議所では、皆様のお悩みを解決するために専門家との相談会を実施しています。

令和6年1月21日～令和6年2月20日
1 月

2 月

しまだ元気市
日時 2月25日㈰ ９時～１２時３０分
会場 おび通り北側（本通4丁目）

㈱まちづくり島田
TEL：0547-33-1550

※元気市への出店を希望される方は下記へ
　問い合わせください。

21日（日） 共済還元事業バスツアー（東京）
22日（月） 金融審査会
 会員福利事業委員会
28日（日） 共済還元事業バスツアー（箱根）
29日（月） 青年部　役員会

  8日（木） 女性部 島田市商工会女性部との交流会
11日（日） 第２３０回珠算検定試験
16日（金） 志太3市地元企業魅力発見バスツアー
 （Cコース：島田市・藤枝市）
19日（月） 個別決算指導
20日（火） BCP個別相談会

令和6年度 合同入社式のご案内
　静岡県内経済4団体と静岡県では、地域経済発
展の一翼を担う新入社員の皆様を地域をあげて祝
福・激励し、社会人としての一歩を踏み出していただ
く機会として「合同入社式」を開催いたします。
　来賓ご列席のもと、先輩社員からの激励と歓迎を
込めた入社式にぜひご参加いただきますようご案内
申し上げます。なお、合同入社式は、Webでも参
加できるハイブリッド形式にて開催いたします。

申込み・問い合わせ：中小企業相談所

日　時 令和6年4月9日㈫ １０時～１１時

申込締切 令和6年2月16日㈮

参加方式
［会場参加］

（静岡市葵区追手町1-13）
しずぎんホールユーフォニア

［web参加］参加方法は、後日e-mailにて
ご案内いたします。

会場参加またはWeb

参加無料

静岡県商工会連合会・静岡県中小企業団体中央会・（一社）静岡県経営者協会・（一社）静岡県商工会議所連合会・静岡県

ホームページ Facebook

相 談 内 容 日 　 時 相 談 員

金 融 2月  7日（水）13時～ 16時 ㈱日本政策金融公庫静岡支店　担当者

事業継続力強化 2月13日（火）14時～ 16時
東京海上日動火災保険㈱静岡支店静岡中部支社　担当者
損害保険ジャパン㈱静岡支店島田支社　担当者

事 業 承 継 2月15日（木）   9時～ 16時 静岡県事業承継・引継ぎ支援センター　担当者

発 明 ・ 特 許 2月19日（月）13時30分～ 16時 （一社）静岡県発明協会　担当者


